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12月1日・4日住民センタ
ーにて新型コロナウイル
スワクチン接種を行いま
す。申込された方は忘れ
ずに受けてください。

岩 沢
お 知 ら せ 第６１号

２０１８年５月２５日創刊

発 行 岩沢アチコタネーゼ

岩沢地域振興協議会・岩沢分館

編集 石曽根 徹(地域づくり支援員)

穏
や
か
な
秋
晴
れ
の
11
月
５
日(

日)

地
域
お
こ
し
団

体
「
岩
沢
ア
チ
コ
タ
ネ
ー
ゼ
」
の
主
催
で
駅
前
収
穫

祭
が
開
催
さ
れ
た
。

出
店
に
は
Ｊ
２
会
、
楽
遊
会
、
チ
ー
ム
岩
爽
な
ど

団
体
と
個
人
が
協
力
。
今
年
の
夏
の
猛
暑
の
影
響
で

野
菜
の
出
荷
は
少
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
朝
10
時

の
開
始
前
か
ら
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。
特
に

さ
ん
ま
の
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
中
、
大
ぶ
り
の
サ

ン
マ
が
１
匹
３
０
０
円
と
い
う
安
さ
で
販
売
さ
れ
、

購
入
し
た
人
は
、
早
速
公
民
館
岩
沢
分
館
の
用
意
し

た
焼
き
台
で
焼
き
、
そ
の
場
で
秋
の
味
覚
を
味
わ
っ

て
い
た
。
今
年
は
特
別
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
岩
沢
出

身
の
小
千
谷
西
高
校
小
島
洋
介
先
生
の
紹
介
で
、
書

道
部
が
特
大
の
半
紙
に
筆
を
走
ら
せ
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
た
。

途
中
、
宮
崎
市
長
と
大
矢
県
議
も
会
場
に
駆
け
つ

け
、
岩
沢
の
元
気
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

今年の春、JR東日本から地方の赤字路線について、

今後の存続に関する危機感が示されたが、飯山線も例

外ではない。そこで地域として大切な足を守るべく様

々な取り組みが始まった。

岩沢分館では、10月22日(日)飯山線を使ったツアー

を企画。約20名の参加があり、越後岩沢駅から飯山線

を使い、お隣長野県栄村までの乗車とウオーキング。

その後「道の駅 信越さか

え」での買物を楽しみ、

再び飯山線を使い岩沢ま

で帰った。

また、小千谷市も参加

する「飯山線沿線地域活

性化協議会」は地域の鉄

道に親しみを持ち、住民

自らが守り育てることを

願い、岩沢保育園児

に飯山線車両のぬり

絵をお願いし、これ

を地域内で展示して

いる。第1弾は11月15

日まで岩沢駅構内、

その後26日まで岩沢

郵便局内。さらには

27日から住民センタ

ー1階和室に展示とな

る。
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久
し
ぶ
り
に

話
題
満
載
の
号

に

な

り

ま

し

た
。
つ
ま
り
コ
ロ
ナ
過
を
乗
り
越
え
て
少
し

づ
つ
日
常
に
戻
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
。
お
か
げ
で
、
編
集
後
記
の
欄
も

縮
小
で
す(

笑)

さ
て
、
気
が
付
け
ば
今
年
も
残
り
１
カ
月

余
り
、
２
か
月
表
示
の
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ら
あ

と
１
枚
を
残
す
だ
け
で
す
。
寒
く
な
っ
て
最

近
良
く
耳
に
す
る
の
が
カ
メ
ム
シ
の
話
題
。

先
日
も
バ
ス
の
運
転
手
で
行
っ
た
時
こ
の
話

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
？
「
カ
メ
ム
シ
の
多

い
年
は
大
雪
に
な
る
」
「
そ
も
そ
も
カ
メ
ム

シ
は
嫌
わ
れ
者
だ
が
何
か
の
役
に
立
っ
て
い

る
の
か
」
な
ど
な
ど
・
・
・
。
い
や
、
少
な

く
と
も
こ
の
話
題
で
盛
り
上
が
る
の
で
あ
れ

ば
、
恩
恵
が
あ
る
の
で
は
・
・
・(

Ｉ)

編

集

後

記

岩
沢
住
民
セ
ン
タ
ー
は
春
に
続
い
て
今
年

度
２
回
目
の
火
災
避
難
訓
練
を
実
施
し
た
。

午

前
10

時

20
分
頃
１
階

調
理
室
に
て

火
災
が
発
生

し
た
と
の
想

定
で
訓
練
開

始
。
第
一
発

見
者
が
館
内

の
火
災
報
知

器
の
ボ
タ
ン

を
押
す
と
非

常
ベ
ル
が
鳴
り

響
い
た
。

こ
の
日
は
デ

イ
ホ
ー
ム
い
わ

さ
わ
の
実
施
日

だ
っ
た
の
で
、

館
内
に
い
る
人

に
避
難
準
備
を

呼
び
か
け
、
管

理
員
が
消
火
器

で
初
期
消
火
を
行
っ
た
が
失
敗
。
デ
イ
ホ
ー

ム
参
加
者
は
お
世
話
係
の
指
示
に
従
い
、
１

階
の
非
常
口
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
避
難
を
行
い
、

最
後
に
管
理
者
が
館
内
に
残
存
者
が
い
な
い

こ
と
を
確
認
し
て
退
避
。
屋
外
で
避
難
者
の

人
数
確
認
を
し
て
訓
練
は
無
事
終
了
し
た
。

住
民
セ
ン
タ
ー
避
難
訓
練
実
施

岩
沢

保
育
園
は
園
近

く
の
畑
で
今

年
の

秋
の
サ
ツ
マ
イ
モ
堀
を
行
っ
た
。

畑
は
近
く

の
持
ち
主
か
ら
無
償

で
借
用

し
、
春
に
園

児
が
植
え
た
苗
を
管

理
人
さ

ん
が
丁
寧
に

育
て
て
き
た
。
園
児

た
ち
は

自
分

の
顔

よ
り

大
き

な
サ

ツ
マ

イ
モ

を
掘

り
出

し
て

は
、

先
生

方
に

報
告

。
家

に
お

土
産

と
し

て
持

ち
帰

っ
た

と
の
こ
と
。

岩
沢

保
育

園
サ

ツ
マ

イ
モ

掘
り

歌
舞
伎
の
楽
し
さ
を
身

近
に
知

っ
て
も

ら
う
講

演
が
10
月
28
日(

土)

南

小
中
学

校
の
学

習
発
表

会
に
合

わ
せ
て

同
校
体

育
館
で
開
催
さ
れ
た
。

主
催

は
南
小

中
学
校

後
援
会

で
共
催

は
南
部

地
域
町

内
会
長

連
絡
協

議
会
。

講
師
は

歌
舞
伎

研
究
家

で
あ
り

元
歌
舞

伎

座

支

配

人

で

あ

る

「
金
田
栄
一
氏
」
歌
舞
伎
の
成
り
立
ち
か
ら
歌
舞
伎
の
面

白
さ
を
優
し
く
解
説
。
参
加
し
た
中
学
生
や
父
兄
た
ち
も

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

10
月
20

日(

金)

住
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
令
和
５
年

度
の
高
齢
者
学
級
「

桜
峰
学

級
閉
講
式
」
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
日
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
市

内
で
大
活
躍

の
民
謡
団
体

「
み
ん
ふ
う

ざ
」
の
４
人

が

民

謡

の

唄
、
踊
り
、

三
味
線
演
奏

と
多
彩
な
芸

を
披
露
し
、

参
加
者
の
拍

手
を
浴
び
て

い
た
。

会
の
後
半
は
懇
親
会

も
開
催
さ
れ
、
豪
華
な

折
詰
料
理
と
カ
ラ
オ
ケ

で
に
ぎ
や
か
な
一
時
を

過
ご
し
た
。

桜
峰
学
級
閉
講
式

納
涼
祭
に
続
く

今
年
度
の
催
し
と

し
て

11
月
８
日(
水)

住
民
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て

デ
イ
ホ
ー
ム
お
楽
し
み
会
が
開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
小
泉
竹
夫
会
長
か
ら
は
「
こ
れ
か
ら

は
、
小
千
谷

市
の
人
口
が

ど
ん
ど
ん
減

る

が
、
減
る
の
は
若
い
世
代
。
皆
さ
ん
の
世
代

の
減
り
は
横
這
い
な
の
で
、
ぜ
ひ
い
つ
ま
で

も
元
気
で
い
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
挨
拶
が

あ
っ
た
。
続
い
て
は
中
村
岩
沢
駐
在
か
ら
特

殊
詐
欺
に
つ
い
て
の
ミ
ニ
講
和
が
あ
り
パ
ン

フ

レ

ッ

ト

の

配

付

と

と

も

に

注

意

喚

起

が

な

さ

れ

た

。

今

回

の

ア

ト

ラ

ク

シ

ョ
ン
で
は
「
ほ
ん
ま
ち
鳴
子
会
」
に
よ
る
よ

さ

こ

い

踊

り

が

披

露

さ

れ

、

参

加

者

は

曲

に

合

わ

せ

て

手

拍

子

を

す

る

な

ど

、

楽

し

い

一

時

を

過

ご

し
た
。

デ
イ
ホ
ー
ム
お
楽
し
み
会


